
1．はじめに

血液疾患に対する臍帯血移植の重要性は，今や

骨髄移植のそれに肩を並べつつある1）～3）．国内に

おける臍帯血移植に関する情報管理は日本さい帯

血バンクネットワークが行っており，現在 10 バン

クが参加している4）．その保存登録総数は 12,000

検体を超え，充実の一途をたどっている．しかし

ながら，臍帯血資源をより有効に活用するために

は，国際的なネットワークに参加し積極的に国外

へも情報公開を行わなければならない．

東京臍帯血バンクでは，臍帯血資源の国際的活

用とそれに準ずる規格への品質改善を 2001 年度

の品質目標実施項目としてきた．その一つとして，

当バンクは「国際臍帯血バンクネットワーク組織
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Cord blood transplantation has become an important method of achieving the hematopoietic re-
constitution of marrow-ablated unrelated patients. It has been reported that improved patient sur-
vival results from higher cell doses and better histocompatibility matches. The prompt availability of
these preferred cord blood units for patients in need can only arise from increased collection and im-
proved access of transplant physicians to the available inventory. Consequently, the Tokyo Cord
Blood Bank（TCB）has created a computer program using Kanri and Exporter software which allows
the secure transfer and integration of the TCB database of cord blood inventory with the“virtual of-
fice”NETCORD web site, allowing transplant physicians to search the combined inventory of the
two networks.
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である『国際NETCORD』への参加」を掲げ，そ

のための情報管理システムを日本アイ・ビー・エ

ム株式会社と共同開発した．今回はこの国際

NETCORDウェブサイト登録のための当バンク

の情報管理システム構築について報告する．

2．材料および方法

2―1．国際 NETCORDの沿革と現状

NETCORDは，1995 年にミラノ，デュッセルド

ルフ，バルセロナの臍帯血バンクによって結成さ

れ，1997 年に 8カ国の代表的バンクにより国際

NETCORDとして設立された5）6）．現在の参加バ

ンクは，11 カ国 13 バンクであり，デュッセルドル

フに本部が置かれている．

その活動内容は，「臍帯血採取処理，検査，バン

キング，選別および出荷に関するガイドライン」

（NETCORD�FACTスタンダード）の制定7），そ

れに基づく国際査察の実施，保存臍帯血検体・登

録患者の国際的なデータベースおよびコンピュー

タネットワークの運用である（Fig. 1）．

2―2．国際 NETCORDへの加入

NETCORDの加入には，�国際基準に準拠して
いること，�1,000 検体以上の臍帯血が保存されて
いること，�参加費の一部と経費（4,000 ユーロ）を
負担することが必要であり，NETCORD�FACT
の査察を経て初めて正式なメンバーとされる．そ

れまでは全てのバンクは準メンバーとして対等な

扱いとなる．当バンクは 1998 年創立以来，メン

バー（準）となっており，事務局として活動して

いる．

2―3．情報管理およびデータ送付システムの構

築

当バンクでシステム構築に利用している現在の

Fig. 1 NETCORD network
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Table　1　Cord Blood Data System

Hardware

Gateway ALR7200, Pentium� 500 MHz, Memory 256 MB, HDD 7.8 GBPC

CENTURY SYSTEMS BROADBAND GATE FutureNet CR-110Router

corega HUB5PLNetwork HUB

Logitec LMO-643H640 MB MO drive

Software

Microsoft� Windows NT� Server 4.0OS

Microsoft� Access 2000, Lotus � Notes R5.0Application

Kanri, ExporterOriginal software

Establishment

Tokyo Cord Blood Bank Information Room

Division of Cell Processing, The Institute of Medical Science, The University of Tokyo

ハードウェア，ソフトウェアに関する環境を

Table 1 にまとめた．国際NETCORD加入に際

し，当バンクの情報管理システムは，バンク内に

おける臍帯血データ情報システムと国際NET-

CORDへのデータ送付システムとで構築した．

3．結 果

3―1．情報管理システムの開発

当バンクでは，一つの検体に対して採取から保

存・出庫までに発生する 200 件以上の項目を ISO

9001 品質管理のもと，入力・管理している．ISO

の認証には，認証機関によって，また認証の範囲

によって様々に費用が発生するものの，それによ

り品質管理を徹底することが可能となった．管理

には以下に示す項目が挙げられる．

・データ管理用パラメータ（ID No，臍帯血番号

等）

・HLAデータ

・血液データ

・分離工程記録

・検査記録

・使用部材，試薬（製造メーカー名，Lot. No.）

・書類の確認

このような多くの項目を効率的にデータベース

化するため，当バンクはオリジナルプログラム「入

力支援システム『Kanri』」を開発した．Kanri の特

徴として，入力時の画面を当バンクで扱っている

文書書類である分離工程記録や検査記録等のグ

ループ毎に一画面の入力フォームにまとめ，切換

えられるようにした（Fig. 2）．

入力されたデータは汎用のデータベースソフト

であるMicrosoft� Access 2000（マイクロソフト

株式会社，東京）（以下アクセス）形式のデータと

して保存した．これにより構築したデータベース

を統計解析や工程管理，出庫管理などさまざまに

利用可能とした．

3―2．国際 NETCORDへのデータ登録システ

ムの開発

国際NETCORDへの登録手順は以下のとおり

に行うことにした．まず，データベースから必要

なパラメータのみを抽出し（手順�），次にそれを
Lotus� Notes R5.0（日本アイ・ビー・エム株式会

社，東京）を用いて読み込み（手順�），最後に
デュッセルドルフの中央サーバーにデータを送付

することにした（手順�）．
国際NETCORDに送付するパラメータ一覧を

Table 2 に示す．手順�を実行するにあたり，当バ
ンクはオリジナルデータ変換プログラム「Ex-

porter」を開発した．Exporter は Kanri によって

作成されたデータベースから国際NETCORDに

必要なパラメータを抽出または再計算し，必要な

場合に応じてフォーマット変換して新たなデータ

形式として再構成することを可能とした（例：

HLA表記方法の変更）．Exporter は一般的なデー

タベースソフトで使用されている Structured

Query Language（SQL）言語により操作すること

ができるため，抽出項目や計算方法などの変更に
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Table　2　Registration perameters for NETCORD

ID

CB_BANK_IDBank ID

CB_IDCord blood ID

HLA types（serum and DNA）

CB_HLA_S_A_1, CB_HLA_S_A_2, CB_HLA_S_B_1, CB_HLA_S_B_2, 
CB_HLA_D_A_1, CB_HLA_D_A_2, CB_HLA_D_B_1, CB_HLA_D_B_2, 
CB_HLA_DRB1_1, CB_HLA_DRB1_2

Hematic data

CB_VOLUME_PREBlood volume before processing

CB_VOLUME_POSTBlood volume after processing

CB_TNC_COL, CB_TNC_PROCTotal cell number

CB_WBC_PROCWBC number

CB_VOLRED_METH, CB_FRACTION,
CB_CD34_POST, CB_CD34_THAWED

Isolation method

Status

CB_STATUS（active/required/reserved/issued/transplanted/deleted）

Registration information

CB_ENTRY_DATERegistration date

CB_CHANGE_DATE（＝ adm_edbms_modifiedAt）sImprove date

adm_edbms_uniqId, adm_edbms_modifiedAt
adm_nc_status, adm_nc_nuiqId,
adm_nc_createdAt, adm_nc_modifiedAt

NETCORD management

も柔軟に対応できる．次に手順�であるが，手順
�で作成したアクセス形式ファイル内のテーブル
は，マイクロソフト株式会社が提唱するデータ

ベース間の共通インターフェースの一つである

Open DataBase Connectivity（ODBC）接続機能に

よりロータス・ノーツのデータとして読み込むこ

Fig. 2 Data input form of Kanri
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とにした．最後に手順�では，ロータス・ノーツ
のレプリカ機能を用いて東京臍帯血バンクのデー

タとデュッセルドルフのサーバー内のデータとを

インターネットを利用して同期し，データ送付を

可能とした．

3―3．セキュリティの確保

臍帯血情報管理システムでは，患者情報等のプ

ライベートなデータを取り扱っているため，セ

キュリティの確保には充分な留意が必要である．

そこで東京臍帯血バンクでは以下に示すセキュリ

ティ管理を実施した．

・OSおよび各ソフトウェアのすべてについて

ID，パスワードによるログイン管理を実施

・ファイヤーウォールによる不正アクセスの拒

否

・ウイルス対策プログラムの導入

4．考 察

移植に登用される臍帯血のシェアはその利便性

から今後も増加していくものであると考えられ

る．今回，国内のデータベース化のみにとどまら

ず，国際的な情報提供を遂行できたことは意義深

いと考えられる．

また，当バンクが開発した情報管理システム

「Kanri」は画面上の入力フォームを手書きの書式

に近いデザインにすることでミスの発生頻度を低

減するだけでなく，一箇所でもパラメータの変更

を行った際は入力の最後に確認ボタンを実行しな

いかぎり他の入力フォームには移動できない．こ

れは取り扱うデータの信頼性を増すことができる

と考えられる．一方，データベース再構成プログ

ラム「Exporter」は今後新たなデータベースに加

入する際においても，直ちにデータを再構成する

ことができ，幅広い利用が可能であると思われる．

国際間の移植に当たっては，データの取り扱い

だけではなく諸外国で流行する疾病への対応も迫

られる．例えば，現在ヨーロッパ地域で比較的多

いとされる変異型クロイツフェルトヤコブ病

（vCJD）については，臍帯血の各国間での使用が止

められてはいないが，現在NETCORDは各国機

関と検討しているところである．また，移植費用

の請求は各国のバンクの独自の判断によって行っ

ているようである．更にそれに関わる税について

も各国の判断によって異なる．

NETCORDへの参加は将来的には日本さい帯

血バンクネットワークが全体として取り組むべき

問題と考えているが，今後ネットワークと国際化

に関して十分な検討が必要であろう．

5．結 語

今後は国際NETCORDシステム全体の高速性

や安全性，そして利便性を更に高めることが課題

である．これらの課題に対し，東京臍帯血バンク

とデンバー（米国）の臍帯血バンクに設置された

ロータス・ノーツ・サーバーに本部であるデュッ

セルドルフのサーバーと同等の機能を構築し，連

携を確立することを計画し，進行中である（Fig.

3）．

Fig. 3 Server connection
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